
福島第一原発から放出されたプルームによる茨木県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県における被ばくプ
ルームと放射能濃度（Bq/m3)の確認
注１：以下の映像は福島第一原発敷地内の原子炉およびモニタリングポスト配置図
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山田國廣著：福島県茨城県埼玉県千葉県東京都神奈川県のSPM観測局における福島原発放出プルーム飛

来時の放射能濃度（Bq/m3)
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福島第一原発事故直後の1号機、2号機、3号機原子炉内における核分裂生成物の放射能、質量などの基本情報は原子力研究開発機構発行の「JAEA-DaTa/Code  福島第一原発発電所の燃
料組成評価」で公表されていた。
注：ＯＲＩＧＥＮ２モデルを使用して２０１１年３月１１日以後の福島第一原子力発電所１号機~４号機の原子内及び使用済み核燃料プールにおける、ホットパーティクル形成核種の質量、
放射能、発熱量などの時間変化が網羅的に算定されていた。
https://jopass.jaea.go.jp>JAEA-Data-Code-2012-018
「ORIGENとは”ORNL Isotope Generation and Depletion Code”のことである。放射性物資の生成、壊変，減損について計算を行うためのコードシステム。主に原子炉を対象として中性子や
核分裂による放射性核種の生成とその後の壊変の過程を算定している。オークリッジ国立研究所（ORNL）が30年以上にわたる長い開発の歴史の中で、いくつかのバージョンを公表してき
た。ORIGEN2〈1981年）は初代ORIGENの改良版で、原子炉モデル、断面積、核分裂生成放射能量、質量、熱量などが算定されている。」
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       モデル：福島第一原発事故直後 核分裂  後の１号機（１日後）、２号機（３日後）、３号機（３日後）
の炉  に 積していたホットパーィクルを形成 る核分裂物質の放射能（  ）と質量（  及び 性の分 
福島第一原発の１号機から 号機の核燃料と原子炉炉  と使用済み核燃料にホットパーティクルを形成 る核分裂物質（ 物テルル１ 、放射性   、
放射性 シ ム）が 量に 積されているデー は、原子力研究開発機構が発行している「               福島第一原子力の燃料組評価」に  して
していた。
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山田國廣著：福島県茨城県埼玉県千葉県東京都神奈川県のSPM観測局における福島原発放出プルー

ム飛来時の放射能濃度（Bq/m3)
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左図（9本のプルームが掲載された論文）：題名「福島第一原発事故から放出された放射性 シ ムの 気流れのモデル解説」
文献：Nakajima et al. Progress in Earth and Planetary Science(2017)4.2: DOI 10.1186/s40645-017-0117-x
右図：9本のプルーム図（矢印線で表示）と日付と場所。図中のBは二本松市、Cは郡山市、Eは矢吹町、Hは新地町、Jは南相馬地原町を示してい
る。
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濃度（Bq/m3)
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福島第一原発から放出されたプルーム中の 物テルル「放射性テルル（Te-129,Te-129m,Te-131m,Te-132）+半減期無限 テルル（Te-128,Te-
130)」と「放射性   （I-131,I-132,I-133)」と「放射性 シ ム（Cs-134,Cs-136,Cs-137)」の東日本７県（福島県、宮城県j、新潟県、群馬県、

東京都、神奈川県）における汚染マップ
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山田國廣著：福島県茨城県埼玉県千葉県東京都神奈川県
のSPM観測局における福島原発放出プルーム飛来時の放

射能濃度（Bq/m3)
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福島県のSPM観測におけるP３,P８プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137)濃度
（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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茨城県のSPM観測におけるP２、P４、P7、P９プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-
136,Cs-137)濃度（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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埼玉県のSPM観測におけるP２,P９プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-
137)濃度（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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千葉県のSPM観測におけるP２,P９プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137)
濃度（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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東京都のSPM観測におけるP２,P９プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-
137)濃度（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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神奈川県のSPM観測におけるP２,P９プルーム飛来時 １時間当たり放射能（Te-129,Te-129m,Te-131,Te-132.I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137)
濃度（Bq/m3）と(Te-128＋Te-130質量のCs-137質量比＝0.26）
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